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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年8月30日(2012.8.30)

【公表番号】特表2011-529108(P2011-529108A)
【公表日】平成23年12月1日(2011.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2011-048
【出願番号】特願2011-519117(P2011-519117)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/48    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月12日(2012.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　８４５に従う密度が２００～８００ｋｇ／ｍ3である発泡ポリ
イソシアネート重付加生成物であって、（ａ）イソシアネートと、
　（ｂ１）数平均モル質量が３００～１０００ｇ／ｍｏｌである脂肪族ポリエーテルアル
コール、
　（ｂ２）数平均モル質量が２０００～１００００ｇ／ｍｏｌである脂肪族ポリエーテル
アルコール、及び
　（ｂ３）数平均モル質量が１００００～１０００００ｇ／ｍｏｌである脂肪族ポリエー
テルアルコール、
との反応生成物を含み、
　脂肪族ポリエーテルアルコール（ｂ１）、（ｂ２）及び／又は（ｂ３）はポリテトラヒ
ドロフランであることを特徴とする発泡ポリイソシアネート重付加生成物。
【請求項２】
　発泡ポリイソシアネート重付加生成物に存在する数平均モル質量が１００００～１００
０００ｇ／ｍｏｌであるポリエーテルアルコールの質量割合が、発泡ポリイソシアネート
重付加生成物の全質量に対して少なくとも４質量％であり、その質量は、発泡ポリイソシ
アネート重付加生成物の製造に使用する、数平均モル質量が１００００～１０００００ｇ
／ｍｏｌであるポリエーテルアルコールの質量が適用されることを特徴とする請求項１に
記載の発泡ポリイソシアネート重付加生成物。
【請求項３】
　２ｋｇ／ｃｍ2の試験荷重を用いて、１５０℃で２４時間維持した場合のクリープ度が
１０％未満を示す請求項１に記載の発泡ポリイソシアネート重付加生成物。
【請求項４】
　ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　１７９８に従う引張強さが＞２Ｎ／ｍｍ2であり、ＤＩＮ　Ｅ
Ｎ　ＩＳＯ　１７９８に従う引張破断歪が≧２００％であり、ＤＩＮ　ＩＳＯ　３４－１
Ｂ（ｂ）に従う引裂き伝播抵抗が≧６Ｎ／ｍｍである請求項１に記載の発泡ポリイソシア
ネート重付加生成物。
【請求項５】
　イソシアネート（ａ）が、ジフェニルメタン２，２’－ジイソシアネート、ジフェニル
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メタン４，４’－ジイソシアネート（ＭＤＩ）、ナフチレン１，５－ジイソシアネート（
ＮＤＩ）、トルイジンイソシアネート（ＴＯＤＩ）及びこれらの混合物からなる群から選
択されることを特徴とする請求項１に記載の発泡ポリイソシアネート重付加生成物。
【請求項６】
　少なくとも１種のジイソシアネート（ａ）と少なくとも１種のポリエーテルアルコール
（ｂ）との反応を基礎とするプレポリマーであって、少なくとも１種のポリエーテルアル
コール（ｂ）が、下記成分：
　（ｂ１）数平均モル質量が３００～１０００ｇ／ｍｏｌである脂肪族ポリエーテルアル
コール、
　（ｂ２）数平均モル質量が２０００～１００００ｇ／ｍｏｌであるポリテトラヒドロフ
ラン、及び
　（ｂ３）数平均モル質量が１００００～１０００００ｇ／ｍｏｌである脂肪族ポリエー
テルアルコール、
を含み、
　脂肪族ポリエーテルアルコール（ｂ１）、（ｂ２）及び／又は（ｂ３）がポリテトラヒ
ドロフランであることを特徴とするプレポリマー。
【請求項７】
　使用するポリエーテルアルコールの全質量に対して、少なくとも１２質量％の成分（ｂ
１）、少なくとも３５質量％の成分（ｂ２）及び少なくとも４質量％の成分（ｂ３）が存
在する請求項６に記載のプレポリマー。
【請求項８】
　ＮＣＯ含有量が１０％未満であることを特徴とする請求項６に記載のプレポリマー。
【請求項９】
　ジイソシアネート（ａ）が、ジフェニルメタン２，２’－ジイソシアネート、ジフェニ
ルメタン４，４’－ジイソシアネート（ＭＤＩ）、ナフチレン１，５－ジイソシアネート
（ＮＤＩ）、トルイジンジイソシアネート（ＴＯＤＩ）及びこれらの混合物からなる群か
ら選択され、特に好ましくはナフチレン１，５－ジイソシアネート（ＮＤＩ）であること
を特徴とする請求項６に記載のプレポリマー。
【請求項１０】
　（Ａ）少なくとも１種のジイソシアネート（ａ）と、少なくとも１種のポリエーテルア
ルコール（ｂ）を反応させてプレポリマーを得る工程、及び
　（Ｂ）発泡ポリイソシアネート重付加生成物を得るために、工程（Ａ）で得られたプレ
ポリマーを、モールド内で、水を含む少なくとも１種の架橋成分と反応させる工程、
を含む発泡ポリイソシアネート重付加生成物の製造方法であって、
　工程（Ａ）で使用するポリエーテルアルコールが、下記成分：
　（ｂ１）数平均モル質量が３００～１０００ｇ／ｍｏｌである脂肪族ポリエーテルアル
コール、
　（ｂ２）数平均モル質量が２０００～１００００ｇ／ｍｏｌであるポリテトラヒドロフ
ラン、及び
　（ｂ３）数平均モル質量が１００００～１０００００ｇ／ｍｏｌである脂肪族ポリエー
テルアルコール、
を含み、
　脂肪族ポリエーテルアルコール（ｂ１）、（ｂ２）及び／又は（ｂ３）がポリテトラヒ
ドロフランであることを特徴とする発泡ポリイソシアネート重付加生成物の製造方法。
【請求項１１】
　請求項６～９の何れか１項に記載のプレポリマーを使用することを特徴とする請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１に記載の方法により製造することができる発泡ポリイソシアネート
重付加生成物。
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【請求項１３】
　請求項１又は１２に記載の発泡ポリイソシアネート重付加生成物を、乗り物の構造内の
減衰素材として使用する方法。


	header
	written-amendment

